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栄小での最後の学芸会、一生の思い出になったね♪
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　11 月 1 日（日）に栄小学校で学芸会が開催さ

れました。栄小学校は来年３月で閉校となるため、

これが最後の学芸会となりました。

　生徒数５人のこの学校ではクラスごとではなく

全員が全ての演目にフル出場です。

　子どもたちは最後まで一生懸命、ステージを彩っ

ていました。

             
       

        

私が余市町を
応援します !!
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年末年始に係る役場等の業務日程について
　役場事務     【仕事納め】１２月３０日（水）
　　　　　     【仕事始め】　  １月　６日（水）

～年内は、12 月 30 日（水）まで収集します～
○ごみ収集【燃やすゴミ・燃やさないゴミ・資源物】
　　１２月３１日（木）～１月３日（日）まで休業します。

　　※粗大ごみの収集は、１２月から２月まで休業します。

○ごみの自己搬入
　余市町クリーンセンター【燃やさないごみ・粗大ごみ】
　　１２月３１日（木）～１月５日（火）まで休場します。

◆ごみに関する問合せ　

　　環境対策課 廃棄物対策グループ　☎２１－２１１８

年末年始の「ごみ収集」及び「し尿収集業務」に関するお知らせ

○し尿収集
　　１２月３１日（木）～１月５日（火）まで休業します。

◆し尿に関する問合せ　北後志衛生施設組合　☎２２－４４８９

☃☀☃　モラルを守って、快適な冬をすごしましょう　☃☁☃

 １５センチ以上の降雪で出動
　町では１５ｃｍ以上の降雪を目安に深夜から除雪

作業を開始し、通勤・通学時間までに作業が終了す

るよう取り組んでいますが、明け方の降雪の場合は

交通量が増加し、事故の危険性が増すことから、除

雪作業ができないことがあります。

  除雪の大敵　“路上駐車”
　除排雪作業時に路上に車が放置されていると、作

業の停滞や交通事故を招く要因となります。　場合

によっては除排雪ができずに地域の方々にご迷惑が

かかりますので、路上駐車は絶対にしないようお願

いします。

  玄関前の雪かきは各家庭で
　例年、玄関前に雪を置いていかないでほしいとい

った声が寄せられますが、限られた予算と時間の中

で除雪作業を行っているため、道路脇に雪をよける

かたちの除雪となっています。玄関前によせた雪を

取り除くことまではできませんので、各家庭におい

て処理されるようお願いします。

　なお、自力で除雪できない高齢者世帯や身体障が

い者世帯など、一定の要件を満たす場合は、生活用

道路確保のため、玄関先の除雪サービスを受けられ

る場合があります。

　詳細は高齢者福祉課 高齢者福祉グループ
（☎２１－２１１９）までお問合せください。

　各地域の除雪委託業者や雪捨て場、除雪に関するお問合せ先などについては、今月号の折り込みチラシで
ご確認ください。
　詳細は建設課 維持グループ（☎２１－２１２８）までお問合せください。

　行政と町民が互いに手をたずさえて、秩序ある効率的な除排雪作業を行い、安全で、快適な冬をす

ごせるようご協力をお願いします。

　役場をはじめ、公民館等の年末年始の業務は、１２月３１日（木）から１月５日（火）
までお休みさせていただきます。
　納税、住民票及び印鑑証明等が必要な方は、早めに手続きをお願いいたします。
　なお、出生・死亡等の届出については、従来どおり当直室で受付いたします。
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＜入居資格者＞
・現在、町内に住所または勤務先（勤務予定でも可）のある方。

・2人以上の家族（婚約者も含む）で入居する方。

　（定められた条件を満たしている方は、特定の住宅に限り単身入居可能）

・申請時と入居時に連帯保証人がいる方。（連帯保証人は原則として町内在住の方）

・町に納付する税金及び公課金を滞納していないこと。（連帯保証人も同様）

・定められた収入基準であること。（世帯の所得月額控除後が15万8,000円以下の方、但し、小学校就学前

　の子どものいる世帯については21万4,000円以下とする）

・入居時に敷金を納入できる方。（決定家賃の2か月分）

・申込者（同居する者を含む）が暴力団員でないこと。

＜申込期間＞　　１２月１日（火）～１２月１１日（金）

＜入居決定＞　　１２月下旬

＜募集団地概要＞

町営住宅の入居申込を受付します

団   地   名 建 設 年 度 所  在  地 形 式 戸 数 備考（入居要件）
改良住宅 昭和 45 年度 大川町 12 丁目 2 番地 2DK 1 単身可

栄団地 昭和 62 年度 栄町 254 番地 3LDK 2

大浜中団地 昭和 62 年度 栄町 458 番地 3LDK 1

共栄団地 昭和 56 年度 黒川町 17 丁目 5 番地 3LDK 1

美園団地 A 棟 平成　7 年度 美園町 16 番地 2DK 1 高齢者専用世帯

美園団地 B 棟 平成 11 年度 美園町 20 番地 2 3DK 1

白樺団地 昭和 50 年度 山田町 32 番地
2DK 1

3DK 6

山田団地 昭和 53 年度 山田町 392 番地 1 3DK 1

沢町団地 昭和 54 年度 沢町 4 丁目 50 番地 3DK 2

梅川団地（平屋建）
昭和 51 年度

梅川町 376 番地 3
3DK 8

昭和 52 年度 3DK 3

梅川団地（2 階建）

昭和 48 年度

梅川町 372 番地 8

3DK 1

2DK 2 単身可

昭和 49 年度
2DK 5

3DK 2

収入基準
家　族　数　（収入例　就労者１人の場合の年収）

２　人 ３　人 ４　人 ５　人

月額 15 万 8 千円以下 3,511,999 円以下 3,995,999 円以下 4,471,999 円以下 4,947,999 円以下

◆問合せ　まちづくり計画課 公営住宅グループ　☎２１－２１２４

＜入居可能収入＞

※改良住宅（2DK）・昭和４８年度梅川団地2階建（2DK・2戸）は、単身入居可能住宅で、単身の入居資

　格は、昭和３１年４月１日以前に生まれた方等。

※美園団地A棟（2DK）は高齢者専用世帯（６０歳以上）住宅ですので単身者では申込できません。

※以上が平成２７年１１月３０日現在の募集住宅ですが、入居申込受付開始日までに空家が出た場合は、追加

　で入居者を募集することがあります。
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平成 26 年度の決算概要について

年度 歳入決算額 歳出決算額 歳入・歳出差引額

26 88 億 5,552 万円 84 億 6,683 万円 3 億 8,869 万円

25 85 億 4,503 万円 82 億 3,952 万円 3 億       51 万円

増減 3 億 1,049 万円 2 億 2,731 万円 8,318 万円

■歳入の状況
　地方交付税は前年比で約 8,700 万円

の減となりましたが、国の経済対策を目

的とした地域消費喚起・生活支援交付金

事業や地方創生先行交付金事業などによ

り国・道支出金が約 3 億 3,600 万円の

増となりました。

　また、町債は平成 26 年度に策定した余

市町過疎地域自立促進市町村計画に基づ

く過疎対策事業に充てる借入の増など前

年比で約 6,300 万円の増となりました。

※その他

　・使用料及び手数料   ・地方譲与税

　・分担金及び負担金        ・地方消費税交付金

　・財産収入　　　    　・自動車取得税交付金  等

■歳出の状況
　補助費等は損害賠償金やまほろばの郷

地区地域整備交付金などにより前年比約

7,000 万円の減、普通建設事業費は黒川

小学校外壁改修事業が増加したもののロー

タリー除雪車購入事業や朝日町排水整備事

業などの減により前年比で約 2,800 万円

の減となりました。

　一方、まちづくり推進事業委託料や消費

税増税の影響などにより物件費は約 1 億

1,600 万円増加し、さらに臨時福祉給付

金や子育て世帯臨時特例給付金事業などに

より扶助費は約8,300万円増加しました。

　一般会計
　平成 26 年度の一般会計は、歳入・

歳出差引額が前年度より 8,318 万円

の増となり、平成 27 年度への繰越額

は 3 億 8,869 万円、繰越明許分を除

いた実質収支は 2 億 9,360 万円とな

りました。

【グラフの見方】

上段：費目

中段：平成２6 年度決算額

下段：構成割合（前年度増減率）

～平成 26 年度の余市町の歳入・歳出状況やその他財政状況を解説とともにお知らせします～

 
歳歳    出出  

 

 
歳歳    入入  

※その他

　・積立金

　・維持補修費

　・投資  ・出資金及び貸付金

　 繰越金
3 億 551 万円
3.5%（10.2%）
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区　　　分 土地（千㎡） 建物（千㎡）

行 政 財 産 4,392 127

普 通 財 産 377 0

計 4,769 127

●基金の残高

税　　目 Ｈ２６収入額 Ｈ２５収入額 増減

個 人 町 民 税 6 億 2,580 万円 6 億 3,305 万円 ▲ 725 万円

法 人 町 民 税 1 億      439 万円 9,335 万円 1,104 万円

固 定 資 産 税 6 億 8,648 万円 6 億 9,839 万円 ▲ 1,191 万円

軽 自 動 車 税 3,088 万円 3,003 万円 85 万円

た ば こ 税 1 億 9,259 万円 2 億   　22 万円 ▲ 763 万円

都 市 計 画 税 1 億 2,157 万円 1 億 2,448 万円 ▲ 291 万円

入 湯 税 1,305 万円 371 万円 934 万円

合計 17 億 7,476 万円 17 億 8,323 万円 ▲ 847 万円

■町税の収入状況
　平成 26 年度は固定資産税の評価

替えによる減などで全体で 847 万

円の減となりました。

★参考
・町民１人当たりの負担額は・・・

　  82,840 円

（昨年は　81,183 円）

・１世帯当たりの負担額は・・・

　163,395 円

（昨年は 162,270 円）
※都市計画税は、下水道・公園・街路事業などの都市計画事業の財源と

　して使われています。

※入湯税は、環境衛生施設や消防施設の整備、観光の振興に要する費用

　の財源として使われています。

財政調整基金 4 億    100 万円

減債基金 5,020 万円

社会福祉施設等建設基金 5,328 万円

職員等退職手当負担金基金 6,392 万円

公共施設建設整備基金 6,062 万円

教育施設建設整備基金 1,571 万円

余市町の未来を担う人づくり基金 1,812 万円

財政再生基金 3,061 万円

その他基金（５基金） 2,322 万円

合　　　計 7 億 1,668 万円

●町有財産の状況

●有価証券
株　　　　　券 2,025 万円

出　資　証　券 9,942 万円

計 1 億 1,967 万円

※平成 26 年度末現在

■基金の状況
　基金とは、将来に備えた積立金のことで、家庭でいう「貯金」

にあたります。平成２６年度は残高が全基金あわせて前年度比

で３，１３５万円の減になりました。

★参考
・１世帯当たりの貯金（積立）額は・・・

　　70,867 円

　　　　　（昨年は 73,632 円）

●町債の残高
一 般 会 計 73 億 9,428 万円

下 水 道 会 計 89 億 2,304 万円

水 道 事 業 会 計 55 億 9,878 万円

介 護 保 険 会 計 560 万円

計 219 億 2,170 万円

※平成 26 年度末現在

■町債の状況
　町債とは、家庭でいう「借金」にあたります。町債の残高

は、昨年に比べ全会計あわせて 8 億 6,210 万円減少しまし

たが、借金返済の支出に占める割合は未だ大きく、今後も引

き続き慎重な運用に取り組む必要があります。

★参考
・１世帯当たりの借金残高は・・・

　　２,167,675 円（昨年は 2,242,721 円）

平成 26 年度の決 算 概 要 について
町税の状況

町有財産の状況

町債の状況

※出納整理期間中の積立等 5,500 万円は基金残高に含みません。
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　　特別会計

●介護保険特別会計　　　　　　　（単位：万円）

区　　分 決 算 額
　
　

　

歳
　
　
　
　
入

保険料 4 億 2,531

使用料及び手数料 6

国庫支出金 6 億 2,006

支払基金交付金 6 億 5,400

道支出金 3 億 5,950

財産収入 0

繰入金 3 億 1,353

繰越金 2,923

町債 560

諸収入 4

計 24 億　733

区　　分 決 算 額
　
　
　
歳
　
　
　
出

総務費 2,640

保険給付費 22 億 3,015

地域支援事業費 4,313

諸支出金 2,807

基金積立金 0

公債費 968

予備費 0

計 23 億 3,743

歳 入 歳 出 差 引 額   Ａ 6,990

繰 越 明 許 費 等       Ｂ 0

実 質 収 支         （Ａ－Ｂ） 6,990

平成 26 年度　特　別　会　計　決　算　額　　　　　　 　　　　（単位：万円）

会　　計 歳入（対前年比）歳出（対前年比） 説　　明

介護保険　
24 億　733

（1.4％増）

23 億 3,743

　（0.3％減）    

　介護保険サービスに係る保険給付費については、前
年度を 842 万円下回る 22 億 3,015 万円（前年度
比 0.4% の減）でした。
　また、歳出全体では、前年度を 628 万円下回る決算
となりました。今後も適正な保険給付と必要な財源確
保を図りながら、介護保険制度の安定運営に努めます。

国民健康保険
29 億　758

（4.1％減）

29 億 1,987

（2.5％減）

　国民健康保険は他の健康保険制度に加入していない
方を対象として、疾病、負傷、出産又は死亡に関して
必要な保険給付を行うことを目的とする制度です。　
　国民健康保険の財源は国民健康保険税、国・道支出
金、一般会計からの繰入金等であり、平成 26 年度の
決算状況は、1,229 万円の赤字となっています。

後期高齢者医療
3 億　172

（4.8％増）

3 億　171

（4.8％増）

　平成 20 年度に設置された会計で、主に納めていた
だいた保険料を、保険者である北海道後期高齢者医療
広域連合へ納付する役目を担っています。

公共下水道
13 億 7,352

（7.0% 減）

12 億 5,471

（9.7% 減）

　下水処理場の設備更新工事を実施し、現有施設の適
正な維持管理に努めるとともに、町内各地域の汚水管
渠の整備を計画的に実施しました。

平成 26 年度の決算概要について

●国民健康保険特別会計　　　　　（単位：万円）

区　　分 決 算 額

歳

入

国民健康保険税 5 億 2,099

一部負担金 ０

使用料及び手数料 31

国庫支出金 7 億 6,010

療養給付費交付金 1 億　   178

前期高齢者交付金 7 億 1,675

道支出金 1 億 7,880

共同事業交付金 4 億　   739

繰入金 1 億 8,142

繰越金 3,847

諸収入 127

連合会交付金 30

計 29 億　 758

区　　分 決 算 額

歳

出

総務費 2,074

保険給付費 20 億 5,424

後期高齢者支援金等 2 億 9,923

前期高齢者納付金等 23

老人保健拠出金 1

介護納付金 1 億 4,100

共同事業拠出金 3 億 4,628

保健事業費 1,168

公債費 8

諸支出金 4,638

予備費 0

計 29 億 1,987

歳 入 歳 出 差 引 額   Ａ ▲ 1,229

繰 越 明 許 費 等       Ｂ 0

実 質 収 支         （Ａ－Ｂ） ▲ 1,229

　特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般会計と区別して運営している会計です。

　平成 26 年度は以下の特別会計があり、皆さんの日常生活に密接した大切な事業を行っています。
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●公共下水道特別会計 　　　　　    （単位：万円）　
区　　分 決 算 額

歳

入

分担金及び負担金 2,085

使用料及び手数料 2 億 8,256

国庫支出金 8,566

繰入金 4 億 9,395

繰越金 8,764

諸収入 86

町債 4 億　  200

計 13 億 7,352

区　　分 決 算 額
　

歳

出

総務費 5,892

事業費 3 億 2,197

公債費 8 億 7,382

予備費 0

計 12 億 5,471

歳 入 歳 出 差 引 額   Ａ 1 億 1,881

繰 越 明 許 費 等       Ｂ 0

実 質 収 支         （Ａ－Ｂ） 1 億 1,881

平成 26 年度の決算概要（特別会計）

平成 27 年度上半期の予算の執行状況の公表（９月末現在）
　町では、年に２回（上半期・下半期）町の財政状況をお知らせしています。今回は平成２７年９月末現在の
予算の執行状況をお知らせします。
　上半期では一般会計において５回の補正予算で約２億６，６６３万円の増額を行い、９月末現在の予算の総
額は、８５億１６３万円となっています。

区　　分 予 算 額 収 入 済 額 収入率
町 税 16 億 9,320 10 億 2,308 60.4

地 方 譲 与 税 8,700 2,523 29.0

地方消費税交付金 3 億 3,500 2 億 3,629 70.5

地 方 交 付 税 36 億 2,358 25 億 5,750 70.6

分担金及び負担金 7,660 3,790 49.5

使用料及び手数料 1 億 5,883 9,352 58.9

国 庫 支 出 金 7 億 9,457 2 億 4,735 31.1

道 支 出 金 4 億 9,194 1 億     964 22.3

繰 入 金 2 億 2,031 1 億 8,000 81.7

諸 収 入 2 億 6,260 2,249 8.6

町 債 5 億 2,940 0 0.0

そ の 他 2 億 2,860 4 億 1,105 179.8

合　　計 85 億  163 49 億 4,405 58.2

区　　分 予 算 額 支 出 済 額 執行率
議 会 費 1 億 5,923 7,890 49.6

総 務 費 10 億 2,794 3 億 3,877 33.0

民 生 費 18 億    110 7 億 6,395 42.4

衛 生 費 14 億 5,238 6 億 4,623 44.5

労働費・商工費 2 億 7,575 1 億 8,890 68.5

農 林 水 産 業 費 4 億 1,433 1 億 1,139 26.9

土 木 費 12 億 4,815 5 億 3,675 43.0

消 防 費 4 億 7,848 2 億 6,148 54.6

教 育 費 7 億 4,256 2 億 8,311 38.1

公 債 費 8 億 9,671 4 億 4,027 49.1

そ の 他 500 0 0.0

合　　計 85 億    163 36 億 4,975 42.9

一般会計歳入 一般会計歳出（単位：万円・％） （単位：万円・％）

●後期高齢者医療特別会計　　　　（単位：万円）

区　　分 決 算 額

歳

入

後期高齢者医療保険料 2 億 1,195

使用料及び手数料 2

繰入金 8,937

繰越金 4

諸収入 34

計 3 億　  172

区　　分 決 算 額

　
歳

出

総務費 285

後期高齢者医療広域連合納付金 2 億 9,852

諸支出金 34

予備費 0

計 3 億　  171

歳 入 歳 出 差 引 額   Ａ 1

繰 越 明 許 費 等       Ｂ 0

実 質 収 支         （Ａ－Ｂ） 1

区　　　分 予 算 額
収入済額 収入率

区　　　分 予 算 額
収入済額 収入率

支出済額 執行率 支出済額 執行率

介 護 保 険
歳 入 23 億 8,388  11 億 8,094 49.5

後期高齢者医療
歳 入 3 億　   719 1 億   　822 35.2

歳 出 23 億 8,388  9 億 6,211 40.4 歳 出 3 億　   719 9,723 31.7

国 民 健 康 保 険
歳 入 33 億 4,100 14 億 9,523 44.8

公 共 下 水 道
歳 入 12 億 6,651 6 億 4,669 51.1

歳 出 33 億 4,100 14 億 1,726 42.4 歳 出 12 億 6,651 5 億 8,720 46.4

特別会計 （単位：万円・％）
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北後志消防組合と北後志衛生施設組合の財務状況
平成 26 年度決算の概要

北後志消防組合 北後志衛生施設組合
区　　　　分 予 算 額 収入済額

支出済額
収入率
執行率

歳

入

分担金及び負担金 11 億 7,506 11 億 7,506 100.0

使用料及び手数料 15 38 253.3

繰 越 金 3,344 3,352 100.2

諸 収 入 48 62 129.2

組 合 債 2,970 1 億　   80 339.4

歳 入 合 計 12 億 3,883 13 億 1,038 105.8

歳

出

議 会 費 45 37 82.2

総 務 費 1 億 2,160 1 億 1,979 98.5

消 防 費 10 億 4,652 10 億 9,207 104.4

公 債 費 6,962 6,937 99.6

予 備 費 64 0 0.0

歳 出 合 計 12 億 3,883 12 億 8,160 103.5

区　　　　分 予 算 額 収入済額
支出済額

収入率
執行率

歳

入

分担金及び負担金 1 億 5,919 1 億 5,919 100.0

使用料及び手数料 585 553 94.6

繰 越 金 259 259 100.0

諸 収 入 7 9 120.8

歳 入 合 計 1 億 6,770 1 億 6,740 99.8

歳

出

議 会 費 31 26 82.4

総 務 費 3,255 3,236 99.4

衛生センター費 1 億 3,434 1 億 2,795 95.2

予 備 費 50 0 0.0

歳 出 合 計 1 億 6,770 1 億 6,057 95.7

（単位：万円・％）

区　　　　分 予 算 額 収入済額
支出済額

収入率
執行率

歳

入

分担金及び負担金 1 億 5,263 7,730 50.6

使用料及び手数料 570 262 45.8

繰 越 金 683 683 100.0

諸 収 入 1 1 100.0

歳 入 合 計 1 億 6,517 8,676 52.5

歳

出

議 会 費 38 14 35.5

総 務 費 3,844 2,286 59.5

衛生センター費 1 億 2,585 3,951 31.4

予 備 費 50 0 0.0

歳 出 合 計 1 億 6,517 6,251 37.8

区　　　　分 予 算 額 収入済額
支出済額

収入率
執行率

歳

入

分担金及び負担金 11 億 6,211 6 億 3,359 54.5

使用料及び手数料 13 28 215.4

繰 越 金 2,878 2,878 100.0

諸 収 入 109 16 14.7

組 合 債 16,700 0 0.0

歳 入 合 計 13 億 5,911 6 億 6,281 48.8

歳

出

議 会 費 49 15 30.6

総 務 費 1 億 1,668 6,874 58.9

消 防 費 11 億 4,039 4 億 2,914 37.6

公 債 費 1 億　     94 5,054 50.1

予 備 費 61 0 0.0

歳 出 合 計 13 億 5,911 5 億 4,857 40.4

北後志衛生施設組合北後志消防組合

（単位：万円・％）

（単位：万円・％）

平成 27 年度上半期の予算執行状況（9 月末現在）

（単位：万円・％）
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平成 26 年度水道事業決算概要
　平成 26 年度の決算状況は、総収益が 6 億 6,099 万円で対前年度比 6.8% の増、総費用は 6 億 6,826

万円で対前年度比 15.4% の増となり、当年度は 727 万円の純損失となりました。　

◇収益的収支　（水道水を皆さんのもとにお届けするための費用）　　　　　　　　（単位：万円）
費　　　　　　 用 収　　　　　　益

区　　　分 26 年度 25 年度 比　較 区　　　分 26 年度 25 年度 比　較
 1 営業費用 5 億 4,138 4 億 4,958 9,180  1 営業収益 5 億 4,158 5 億 5,843 ▲ 1,685

  ①一般管理費 （注１）2 億 1,965 2 億  　618 1,347   ①給水収益 5 億 2,446 5 億 4,162 ▲ 1,716

  ②減価償却費 3 億 1,776 2 億 3,796 7,980   ②その他 1,712 1,681 31

  ③資産減耗費 397 544 ▲ 147  2 営業外収益 1 億 1,941 6,050 5,891

 2 営業外費用 1 億 2,604 1 億 2,869 ▲ 265   ①受取利息及び配当金 6 4 2

  ①支払利息 1 億 2,430 1 億 2,723 ▲ 293   ②他会計補助金 5,158 6,026 ▲ 868

  ②その他 174 146 28   ③長期前受金戻入 6,720 0 皆増

 3 特別損失 84 60 24   ④その他 57 20 37

合　　　　計 6 億 6,826 5 億 7,887 8,939 合　　　　計 6 億 6,099 6 億 1,893 4,206

当年度純損失（注２） ▲ 727 4,006 ▲ 4,733

　注１： 一般管理費には施設の電力費や修繕費用、人件費などが含まれています。

　注２：26 年度のマイナス（▲）は当年度純損失、25 年度のプラスは当年度純利益を表します。

収　　　　　　入 支　　　　　　出
区　　　分 26 年度 25 年度 比　較 区　　　分 26 年度 25 年度 比　較

１ 出資金 1,836 1,792 44 １ 建設改良費 1 億 4,603 3 億 1,079 ▲1億6,476

２ 国庫補助金 2,219 3,071 ▲ 852 ２ 企業債償還金 2 億 3,834 2 億　  437 3,397

３ 工事負担金 1,223 1,924 ▲ 701 ３ 国庫補助金返還金 0 110 皆減

４ 企業債 4,600 19,980 ▲ 1 億 5,380

合　　　　計 9,878 26,767 ▲ 1 億 6,889 合　　　　計 3 億 8,437 5 億 1,626 ▲1億3,189

　資本的支出額が収入額を上回っている分 2 億 8,559 万円は、前年度からの繰越金と当年度の費用のうち現

金支出が伴わないもの（減価償却費など）で補てんしております。

借　　　　　方 貸　　　　　方
１ 固定資産　

 （1）有形固定資産　

    ① 土地　

    ② 償却資産（注 3）

    ③ 減価償却累計額（▲）

    ④ 建設仮勘定

 （2）無形固定資産

２ 流動資産

 （1）現金預金　

 （2）未収金等（注 4）

３ 繰延資産

 

84 億 5,854

84 億 3,278

8,097

119 億 3,990

35 億 8,809

0

2,576

3 億 2,950

2 億 5,946

7,004

0

4 固定負債

 （1）企業債（注 5）

 （2）引当金

5 流動負債

 （1）企業債（注 5）

 （2） 未払金等

 （3）引当金

6 繰延収益

7 資本金

8 剰余金 

 （1）資本剰余金

 （2）利益剰余金

　　　うち当年度
　　　未処理欠損金

53 億 7,184

53 億 1,784

5,400

3 億　 808

2 億 8,094

2,268

446

14 億 3,374

16 億 7,750

▲ 312

276

▲ 588

▲ 598

資 産 合 計 87 億 8,804 負 債 資 本 合 計 87 億 8,804

注 3： 「償却資産」は、「建物」・「構築物」・

　　「機械及び装置」等、資産の取得価

　　額の総額です。

注 4 ：「未収金」には、4 月に集金す

　　ることとなる 3 月分の料金等が

　　含まれています。

注 5 ：「企業債」（町の会計でいう「町

　　債」）の残高は、国の地方公営企

　　業会計制度の見直しで、26 年度

　　より資本の部から負債の部へと計

　　上変更されており、1 年以内に償

　　還するものは流動負債、それ以外

　　のものは固定負債へと 2 つに分

　　かれています。

貸借対照表 （平成 27 年 3 月 31 日現在）　　　　 （単位：万円）

水道料金は納期までにお支払いい
ただきますようお願いいたします。

平成 27 年度水道事業予算執行状況
　　　　　　　　　　　　　〔9 月末現在〕

　　　　　　　　　　　　（単位：万円・％）

区分 予 算 額
収入済額 収入率
支出済額 執行率

収益的
収 支

収入 6 億 8,901  2 億 7,513 39.9

支出 7 億 1,659 1 億 5,632 21.8

資本的
収 支

収入 1,882 0 0.0

支出 3 億 5,599 1 億 6,032 45.0

◇資本的収支　（水道施設を造るための費用）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）

※「資本的支出」は、支出の効果が次期以降に及び将来の収益に対応するものになります。具体的には、水道

　本管の布設などの建設工事等が資本的支出であり、公営企業会計では、これに企業債償還元金等を加えたも

　のとなります。また、これら建設工事等に充当される国からの補助金、工事負担金、企業債（町の会計でい

　う「町債」）等が「資本的収入」となります。

　平成 26 年度末の借入金残高は、55 億
9,878 万円で、給水人口一人あたりにす
ると、およそ 287,000 円になります。
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　黒川銀座商店街の一角（茶木薬局隣り）で昨年 11 月から開設しています「マッサンゆかりの町よいち情報

館」は、当初、本年 11 月末の閉館を予定していましたが、来館する観光客も多く、また、冬期間に本町を訪

れる観光客の受入れ環境の充実を図るため、開館期間を来年２月まで延長することになりました。

　館内にはドラマの撮影で実際に着用された衣装やウィスキーボトルなどの小道具類、サイン色紙などの他竹

鶴夫妻に関するパネルなどが展示され、訪れた観光客の皆さんも興味深く見学されています。まだ、ご覧になっ

ていない方は是非一度ご来館ください。

「マッサンゆかりの町よいち情報館」の開館期間を延長します

駅前公園にマッサン放送記念モニュメントが完成しました
　ＪＲ余市駅前の公園内に「マッサン」の放送を記念して製作されたモニュ

メントが完成し、10 月 28 日（水）に完成披露式が行われました。

　このモニュメントは高さ 2m25 ㎝、幅 90 ㎝の大きさで、全体のデザイン

はニッカウヰスキー余市蒸溜所のキルン棟をイメージし、マッサンの番組タ

イトルロゴの下には「舞台の地 北海道余市」の他、主役の 2 人の名前や放送

期間などが表示されています。

　また、モニュメントの下部にはウィスキー樽を配し、町内在住のチョークアー

ティストの LOVEI（ラビ）

さんデザインの竹鶴政孝・

リタ夫妻を表した可愛らしいイラストも添えられています。

　駅前公園は、昭和 30 年代初頭に整備され、ニッカウヰ

スキーのボトルを抱いた愛らしい熊の像や噴水池などがあ

り、駅前ロータリーの顔として町民の皆様にも長く愛され

てきましたが、経年により傷みも目立つようになったこと

から、モニュメントの製作と並行して大幅な補修が行われ、

新たに休憩用のベンチも設置されました。

　この度モニュメントも完成したことから、今後はＪＲな

どで本町を訪れる観光客の観光スポットとして、更に、町

民の憩の場としても活用が期待されています。

マッサン通信

◇◇◇観光振興と地域活性化の推進に向けて◇◇◇
平成２６年度 連続テレビ小説「マッサン」放送終了　愛と勇気の物語をありがとう !!

◆問合せ　「マッサン」応援推進協議会 事務局（商工観光課）　☎２１－２１２５
　　　　　マッサン応援推進協議会ホームページ　http://massanyoichi.com
　　　　　余市観光協会ホームページ   　　　　　http://yoichi-kankoukyoukai.com

水道課からのお知らせ
≪水道の凍結にご注意！≫
　寒い日が続きますと、水道管が凍結しやすくなります。
　水道管が凍結したり破裂すると、修理に多額の費用がかかります。
　凍結を防ぐために、寝る前や外出するときは水抜き栓を操作し水抜きを行ってください。
早めに水道の冬じたくを！
　一般的に気温がマイナス４度以下になると水道の凍結事故が急に増えてきます。

　室内を暖房していても床下は凍結しやすいので冬期間に入る前に床下の換気孔を閉め、

冷たい風の侵入を防ぎましょう。

　屋外の水道や車庫の水道など、冬期間使用しない水道は早めに水抜きをしてください。

☆水抜きの方法
　（１）じゃ口を開ける

　（２）水抜き栓のレバー・ハンドルを動かす（水抜き栓は、台所やお風呂場の近く、 またはトイレの中などに

　　　  あり、レバー式や手回し式のものが一般的です。）

冬期間のメータ検針について
　水道メータには、「地上式」と「地下式」の２種類があり、このうち「地下式」については、積雪などでメー

タが検針できない場合には、原則として直近３か月の使用水量の平均で使用水量を「認定」し、使用料金を徴

収させていただき、雪解け後メータが読めるようになった月で精算します。この「認定」に該当されるお宅に

は、認定開始月のメータ検針時に「認定のお知らせ」で通知いたします。

◆問合せ　水道課　☎２１－２１３０
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～大雪災害への備え～
　大雪は、北海道付近を低気圧が通過する時と、西高東低の冬型の気圧配置で上空に寒気が入り、季節風が強
まる時に発生します。また、石狩湾付近に小さな低気圧が発生した時には局地的に短い時間で大雪や猛ふぶき
になることがあります。
　大雪やふぶきにより、道路の通行止めや鉄道・航空機の運休などの他、車が雪で埋まり閉じ込められて、身
動きが取れなくなることがあります。
　また、大雪によるなだれや湿り雪の場合には、電線着雪などによる停電、ビニールハウスの倒壊や果樹の枝
折れといった被害も発生します。
　札幌管区気象台では、大雪や猛ふぶきにより重大な災害が発生すると予想した時には、「大雪（特別）警報」
や「暴風雪（特別）警報」を発表し、警戒を呼びかけます。なお、雪の状況（レーダー）や気象情報は、パソ
コンや携帯電話、テレビのデータ放送等で確認できますので、これらを有効に活用しましょう。

①雪の降り方は変化が大きい
　・季節風が強い時は、雪雲は「すじ状」となります。今いる場所が晴れていても、少し離
　　れた場所では大雪やふぶきとなっている場合があります。
　・低気圧の通過や風向の変化で、天気が急変し、猛ふぶきになる場合があります。
②車の運転に留意
　・雪に関する注意報や警報が発表されている時は、不要な外出を避けましょう。
　・車が立ち往生したときは、雪がマフラーをふさぎ排気ガスの逆流による一酸化炭素中毒のおそれもありま
　　す。マフラー周りの除雪をこまめに行い、低体温症に注意し、確実に避難できるとき以外は、車から離れ
　　ないようにしましょう。
③除雪作業時の注意
　・雪による人的な被害は、屋根の雪降ろし中の事故が最も多くなっています。一人で作業をせず、命綱をつ
　　けるなど、未然に事故を防ぎましょう。また、屋根からの落雪にも注意しましょう

◆問合せ　札幌管区気象台天気相談所　☎０１１―６１１―０１７０

余市町の空間放射線量率の状況
　北海道が設置している広域モニタリングポスト（余市町朝日）

による空間放射線量率の測定データを公表いたします。

　私たちは日常的に自然界から微量の放射線を浴びていますが、

通常測定される「空間放射線量率」は10～60ナノグレイ毎時（ｎ

Ｇｙ / ｈ）程度で、雨が降ると一時的に上昇する場合があります。

直近の測定結果については、町ホーム

ページでご覧いただけます。

測定日：１０月２３日～１１月１８日

最高値：４３ｎＧｙ／ｈ

最低値：３８ｎＧｙ／ｈ

平均値：３９ｎＧｙ／ｈ

　※空間放射線量率は平常レベルです
放射線の単位
Ｇｙ（グレイ）：物質が放射線によって受けたエネルギーを表します。

地域協働推進課　☎２１―２１４２

■いつ起こるかわからない大雪による災害に備えて、次のことに留意しましょう。
　気象庁高解像度ナウキャスト　http://www.jma.go.jp/jp/highresorad/

　１０月２１日（水）に北海道と泊原発周辺１３町村および避難先市町村などが、泊原発での重大な事故を想
定した原子力防災訓練を実施しました。訓練は後志管内で震度６強の地震が発生、稼働中の泊原発３号機が自
動停止し、炉心の損傷が発生して放射性物質が放出されたとする想定で行われました。
　本町では災害対策本部を設置し、共和町の新オフサイトセンターや一時滞在場所で
ある札幌コミュニティドーム（つどーむ）へ要員を派遣して運営訓練を実施したほか、
町内の放射線量を測定する訓練や高齢者福祉施設から集合場所への退避訓練などを
実施しました。
　また、観光客など一時滞在者の避難手順を確認することを目的とした観光施設と
の通信連絡訓練や社会福祉施設、病院、学校、幼稚園などとの通信連絡訓練、施設
における屋内退避訓練も実施しました。

平成２７年度原子力防災訓練を実施しました

《集合場所への避難訓練》

▲▽ 国民年金のお知らせ△▼
■国民年金保険料は、納付した全額が社会保険料控除の対象になります。
　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保険や厚生年金などの社会保険料を納付した場合と同様に、

社会保険料控除として所得から控除され税額が軽減されます。

　平成２７年１月１日から９月３０日までの間に納付された方については、「社会保険料（国民年金保険料）

控除証明書」が１１月上旬に、日本年金機構から送付されており、年末調整または確定申告の際にはこの証明

書（又は領収書）の添付が必要になります。

～控除対象保険料～
・1 月 1 日～１２月３１日までに納付した国民年金保険料（過年度分、追納等の保険料を含む）

・本人及び扶養している配偶者、家族分（子供等）

◆問合せ　町民福祉課 民生年金グループ　☎２１―２１２０
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余市宇宙記念館からのお知らせ
～冬期特別開館のご案内～

名　　　称 内　　容 日　　時 時　間 定員

四季の星座について学ぶ
その⑥（8 回シリーズ）

秋から冬の星座を解説後、星座早見盤を作
り、使い方について学びます。

　　　6 日（日）
　　　　午後 2 時

90 分 30

レゴ教室
レゴブロックにモーター、センサーを組み
立て、パソコンでプログラミングします。

　　 20 日（日）
　　　①午前 9 時 30 分
　　　②午後 1 時 30 分

150 分 各 5

★おもしろ宇宙教室★（※対象：小学生以上）

★大人の宇宙講座★（※対象：高校生以上）

◆内　容　① 宇宙開発（世界各国の開発の歴史などを解説します）（90 分）

　　　　　② 環境（地球温暖化ほか、環境について解説します）（90 分）

◆日　時　①、②ともに１２月１９日（土）午後５時３０分～７時

◆定　員　①、②ともに２０名

　　　　　※詳細については宇宙記念館にお問合せください。

いずれも申し込みは１２月１日（火）より電話で受付します。参加には入館料はかかりません
◆問合せ　余市宇宙記念館　☎２１－２２００

～１２月行事予定のご案内～

　連続テレビ小説「マッサン」の放送が３月２８日で終了しましたが、番組終了後も多くの方々が本町を訪れ、

余市宇宙記念館も昨年を上回る入館者数となっております。そこで、本町を訪れる多くの方々に、宇宙開発や

天文、毛利衛さんの功績などについて広く知っていただくため、今季は１２月１日（火）から３月２７日（日）

まで「冬期特別開館」を行います。

◆開館期間　１２月１日（火）～３月２７日（日）

　　　　　　休館日：月曜日（月曜日が祝日の場合は、翌日となります。）

　　　　　　※１２月２８日（月）～１月６日（水）は休館とさせていただきます。

◆開館時間　火曜日～金曜日　午前１０時～午後３時３０分

　　　　　　土・日・祝日　　午前１０時～午後４時３０分

◆入館料　　大人　５００円・子供　３００円

　極地に現れる光のカーテン。

　奇跡ともいえる自然の素晴らしい映像を３Ｄシアターの大型スクリーンでご覧ください。

◆日時　12 月 11 日（金）午後 6 時～

　　　　12 月 12 日（土）午後 1 時～、午後 3 時～、午後 6 時～

　　　　12 月 13 日（日）午前 10 時 30 分～、午後 1 時～、午後 3 時～

　　　☆上映時間は各 70 分です。参加費は無料ですが、事前申込が必要です。

中垣 哲也 氏 オーロラ上映 ＆ トークライブ

 《中垣　哲也 氏》
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 《提供：NASA/JAXA》

◆申込み　余市宇宙記念館　☎２１－２２００

★余市宇宙記念館ではボランティアスタッフを募集しています★
　◆問合せ　余市宇宙記念館　☎２１―２２００

★おもしろ宇宙教室やイベント情報は
　　ホームページからもご覧いただけます。
　　　 http://www.spacedome.jp

オーロラメッセンジャー



当　番　日 医　療　機　関　名 電 話 番 号 歯 科 当 番 日 医  療  機  関  名 電 話 番 号

       6日（日） 林病院 22-5188        29日（火） 森川歯科医院（仁木町） 32-3653

 13日（日） よいち北川眼科医院 22-1308      30日（水） いとう歯科医院 22-1001

    20日（日） 池田内科クリニック 23-8811       31日（木） みずの歯科医院 22-2030

  23日（水） 黒川町整形外科クリニック 22-2447    1月1日（金） 積丹町歯科診療所 44-2247

      27日（日） 森内科胃腸科医院（仁木町） 32-3455     1月2日（土） トリヰ歯科医院 22-5555

    31日（木） よいちクリニック 21-4570    1月3日（日） てらデンタルクリニック 23-4618

  1月1日（金）     よいち整形外科クリニック 48-5000

1月2日（土） 脳神経外科よいち港南クリニック 21-5566

1月3日（日）  わたなべ内科医院 22-3989

子育て情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

健康づくり情報『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

休日当番医『問合せ：保健課保健指導グループ　☎ 21 － 2122』

その他の生活情報　　

事　業　名 対　象　者 実　施　日 時　　　　　間 会　　　　場

ニコニコたまご教室
（楽なお産をするために）

妊婦とその家族

※申込みが必要です
3 日（木） 13：30 ～ 15：30

中央公民館　　
（申込先）役場保健課
　　保健指導グループ

１0 か月児健診 H27 年 2 月生まれ １0 日（木）

受付 12：00 ～ 12：20 福祉センター入舟分館

３歳児健診 H24 年 7 月生まれ 11 日（金）

ママさん交流会 おおむね 3 歳までの　
お子さんとその保護者

14 日（月） 10：00 ～ 12：00 中央公民館

１歳６か月児健診 H26 年 4 月・5 月
生まれ

15 日（火）受付 12：00 ～ 12：20

福祉センター入舟分館

４か月児健診 H27 年 8 月生まれ 25 日（金）受付 11：50 ～ 12：10

事　業　名 実　施　日 時　　　　間 会　　　　場 備　　　　考

心の健康相談
12 月　3 日（木）

平成 28 年
　1 月　7 日（木）

　13：30 ～ 15：30
倶知安保健所余市支所

　　☎２３－３１０４

3 日前までに予約が必要
です。
( 申込先）倶知安保健所
※相談日は都合により変
更する場合があります。
☎ 0136―23―1957

認知症の介護相談 　　 21 日（月）  　13：00 ～ 15：00 福祉センター入舟分館 ご自由に相談ください。

健康相談  　　２4 日（木） 　   9：00 ～ 15：00 余市町役場
18 日（金）までに予約
が必要です。

事　業　名 実　施　日 時　　　間 会　　　場 備　　　考

心配ごと相談 9 日（水）、24 日（木） 13：00 ～ 16：00

福祉センター入舟分館

（問合せ）
余市町社会福祉協議会

☎２２―３１５６
※法律相談については
事前申込み必要

育児・子育て相談 １8 日（金） 13：00 ～ 16：00

無料法律相談
（予約制）

　7 日（月） 13：30 ～ 14：30

１6 日（水） 13：00 ～ 16：00 中央公民館 203 号室
事前申込み必要
役場総務課

☎２１―２１１１

２2 日（火） 15：00 ～ 17：00 余市商工会議所
☎２３―２１１６

事前申込み必要
申込同左

〈2015. ⑫広報よいち　13〉

注）福祉センター入舟分館（入舟町）、中央公民館（大川町４丁目）、倶知安保健所余市支所（朝日町）、
　　余市商工会議所（黒川町３丁目）

健康と暮らしの情報（12 月号）

※年末年始休日における歯科当番医の診療時間は

　9 時～ 1 ２時までです。

※休日当番医の診療時間は9時～1７時までです。

休日当番医は変更になることがありますので、

確認してから受診して下さい。
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く
だ
さ
い
。

◆
申
請
書
設
置
場
所

　

高
齢
者
福
祉
課
窓
口

　

（
☎
21
―
２
１
１
９
）

　

余
市
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

（
フ
ル
ー
ツ
・
シ
ャ
ト
ー
よ
い
ち

　

内　

☎
48
―
６
０
１
５
）

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
か
る

　

な
和
順
内　

☎
22
―
３
１
１
５
）

〈
総
合
体
育
館

   「
健
康
教
室
等
」参
加
者
募
集
〉

●
や
さ
し
く
簡
単
に
で
き
る
健
康
教

　

室
に
参
加
し
て
、
体
を
動
か
し
て

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
せ
ん
か
？

①
ス
ト
レ
ッ
チ
＆
ス
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

12
月
３
日
、
10
日
、
17
日
（
木
曜
日
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

②
か
ん
た
ん
貯
金
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
（
主
に
中
高
年
齢
者
）

　

12
月
４
日
、
11
日
、
18
日
（
金
曜
日
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
募
集
定
員　

各
教
室　

定
員
10
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
参
加
料　
　

　

各
１
回
500
円
（
使
用
料
・
保
険
料
含
む
）

　

※
３
回
セ
ッ
ト　

１
，
３
０
０
円

●
冬
休
み
期
間
に
、
な
わ
と
び
検
定

　

を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

③
な
わ
と
び
検
定
（
主
に
小
学
生
）

　

い
ろ
い
ろ
な
と
び
方
を
覚
え
て
昇

　

級
認
定
し
ま
す
。

　

12
月
25
日

（金）　

午
後
１
時
～
２
時

◆
募
集
定
員　

定
員
15
名

　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
参
加
料　
無
料

◆
申
込
み　

①
～
③
共
に
総
合
体
育

　

館
窓
口
、
ま
た
は
電
話
連
絡
に
て

　

受
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
健
康
状

　

態
（
高
血
圧
等
）
に
応
じ
て
、
お

　

断
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴
、
タ

　

オ
ル
、
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
願

　

い
ま
す
。

◆
問
合
せ　

総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
５
２
１
０
）

〈
各
種
自
衛
官
等
募
集
〉

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）、
陸
上

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
・

推
薦
）
を
募
集
し
ま
す
。

※
細
部
応
募
資
格
等
に
つ
い
て
は
、

　

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力

　

本
部
小
樽
地
域
事
務
所
（
小
樽
市

　

稲
穂
２
―
22
―
４
樽
石
ビ
ル
2F
）

　

（
☎
０
１
３
４
―
22
―
５
５
２
１
）

〈
家
屋
を
取
り
壊
し
た

   

場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
〉

　

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
現
在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

登
記
さ
れ
て
い
る
家
屋
を
取
り
壊

さ
れ
た
場
合
は
、
法
務
局
へ
建
物
滅

失
登
記
の
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

（
後
日
、
同
局
よ
り
当
町
へ
通
知
さ

れ
ま
す
）
。

　

ま
た
、
取
り
壊
さ
れ
た
家
屋
が
登

記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
町
税
務

課
へ
「
建
物
滅
失
申
告
書
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
に
よ
り
翌
年
度
か
ら
固
定
資

産
税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
が
、

年
内
に
届
け
出
が
な
い
場
合
、
取
り

壊
し
状
況
が
把
握
で
き
ず
課
税
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

年
内
に
手
続
き
が
で
き
な
い
と
き

は
、
町
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

（
☎
21
―
２
１
１
５
）

=　募集・お知らせ　=
　
募
　
集

　
お
知
ら
せ

余市町シルバー人材センターが
　　　　　　　　　奉仕活動を実施しました

　１０月１７日（土）に公益社団法人余市町シルバー
人材センター（石川賢治理事長）の皆さん２０人によ
る奉仕活動が行われました。
　余市町シルバー人材セン
ターでは毎年１０月のシル
バー人材センター事業普及
啓発促進月間に奉仕活動を
行っており、役場庁舎周辺
の草刈作業や樹木の剪定作
業をしていただきました。



〈
余
市
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〉

家
庭
用
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の

　
　
　
　
　
　

事
故
防
止
に
つ
い
て

　

近
年
町
内
で
、
ご
家
庭
や
事
業
所

等
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
タ
ン

ク
か
ら
の
油
漏
れ
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

灯
油
等
の
流
出
事
故
は
、
火
災
発

生
の
危
険
性
が
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、
河
川
な
ど
に
流
出
す
る
と
水
質

汚
染
や
、
魚
介
類
・
農
作
物
の
被
害

な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

事
故
防
止
の
た
め
、
定
期
的
に
点

検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
家
の
周
り
で
、
油
の
臭
い
が
し
な

　

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
が
転
倒
し
な
い
よ
う
、

　

固
定
状
況
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
配
管
や
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
に
腐
食
や

　

亀
裂
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
油
の
使
用
量
以
上
に
燃
料
ゲ
ー
ジ

　

の
減
り
は
早
く
な
い
か
、
も
し
く

　

は
、
急
に
給
油
量
が
増
え
て
い
な

　

い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

灯
油
等
の
油
漏
れ
に
気
づ
い
た
場

　

合
は
早
急
に
余
市
消
防
署
へ
通
報

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

　
　
　
　

維
持
・
管
理
に
つ
い
て
！

　

定
期
的
に
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

音
が
鳴
ら
な
い
場
合
は
電
池
切
れ
か

機
器
本
体
の
故
障
で
す
の
で
取
扱
説

明
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

機
器
に
よ
っ
て
は
電
池
が
切
れ
そ

う
に
な
っ
た
際
に
警
報
が
鳴
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
悪
質
な
訪
問
販
売
等
に
ご
注
意
！

　

消
防
署
が
直
接
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
を
訪
問
販
売
し
た
り
、
特

定
の
業
者
に
商
品
の
斡
旋
を
し
、
販
売

を
依
頼
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
善
意
で
使
用
さ
れ
た
消
火
器
が
補

　

償
さ
れ
ま
す
！

　

町
内
で
発
生
し
た
火
災
を
消
す
た

め
、
消
火
活
動
の
協
力
者
が
使
用
し

た
消
火
器
に
対
し
、
使
用
済
み
の
消

火
器
へ
薬
剤
を
再
充
填
し
た
り
、
新

品
の
消
火
器
と
交
換
出
来
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
消
防
署　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
☎
23
―
３
７
１
１
）

〈
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス

  

余
市
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集
〉

　

フ
ラ
は
踊
る
セ
ラ
ピ
ー
と
言
わ

れ
、
精
神
的
に
も
健
康
に
も
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
で
男
女
年
齢
問
わ
ず
踊
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

一
緒
に
フ
ラ
を
始
め
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

毎
月
第
１
・
２
・
３
木
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

◆
場
所　

中
央
公
民
館

　　　　　　

◆
問
合
せ　

　
　
　

奥
寺
（
☎
23
―
７
５
１
１
）

〈
余
市
商
工
会
議
所
水
産
部
会
主
催

　
　

第
27
回
よ
い
ち
水
産
品

　
　
　
　
　
　
　
　

町
民
感
謝
デ
ー
〉

◆
日
時　

12
月
６
日

（日）　

　
　
　

午
前
９
時
～
11
時
30
分
ま
で

◆
場
所　

余
市
経
済
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
　

（
ニ
ッ
カ
工
場
向
か
い
）

◆
内
容　

地
元
特
産
品
等
が
当
た
る

　

抽
選
コ
ー
ナ
ー　

500
本
限
定　

※
１
店
舗
の
お
買
い
物
１
，
０
０
０
円

　

以
上
で
抽
選
補
助
券
を
１
枚
進
呈

※
２
店
舗
分
の
抽
選
補
助
券
で
１
回

　

の
抽
選
が
で
き
ま
す
。

※
当
日
会
場
ま
で
お
車
で
ご
来
場
の

　

方
は
、
町
営
駐
車
場
を
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。
（
１
時
間
無
料
券
進
呈
）

※
贈
答
品
と
し
て
地
方
発
送
も
承
り

　

ま
す
。

◆
問
合
せ　

余
市
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　

（
☎
23
―
２
１
１
６
）　

黒
川
児
童
館
（
入
舟
町
☎
23
―
４
３
３
８
）

▽
紙
工
作
の
会 

　

12
月
13
日

（日）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

12
月
16
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
19
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

沢
町
児
童
館
（
富
沢
町
３
丁
目
☎
23
―
５
６
７
３
）

▽
つ
ど
い
の
広
場

　

12
月
９
日

（水）　

午
前
10
時
～

▽
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
会

　

12
月
12
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
母
親
ク
ラ
ブ
主
催　

　
第
34
回
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

　

12
月
19
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

▽
手
芸
の
会

　

12
月
26
日

（土）　

午
後
１
時
30
分
～

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す

沢
町
児
童
館
母
親
ク
ラ
ブ

第
34
回
お
楽
し
み
ク
リ
ス
マ
ス
会

◆
日
時　

12
月
19
日

（土）

　
　
　
　

開
場　

午
後
１
時

　
　
　
　

開
演　

午
後
１
時
30
分

◆
会
場　

沢
町
児
童
館

◆
内
容　

ビ
ク
タ
ー
民
踊
舞
踊
藤
重

　

希
会
沢
町
婦
人
部
日
舞
サ
ー
ク
ル

　

に
よ
る
「
花
笠
踊
り
唄
」
、
「
北

　

海
盆
唄
」
ほ
か
、
プ
ル
メ
リ
ア
余

　

市
（
フ
ラ
サ
ー
ク
ル
）
、
影
絵

　

「
ハ
ー
メ
ル
ン
の
笛
吹
男
」
、

　

「
お
楽
し
み
抽
選
会
」
な
ど
楽

　

し
い
催
し
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　

入
場
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
家

　

族
そ
ろ
っ
て
の
お
越
し
を
お
待
ち

　

し
て
い
ま
す
。
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=　募集・お知らせ　=

●
地
元
水
産
加
工
業
者
が
、数
の
子
・

　

新
巻
・
た
ら
こ
等
を
特
別
価
格
で

　

ご
提
供
致
し
ま
す
！

●
余
市
紅
志
高
校
農
業
ク
ラ
ブ
も

　

シ
ク
ラ
メ
ン
販
売
で
特
別
参
加
!!



◆問合せ　保健課保健指導グループ  
（☎２１－２１２2）
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冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
る
こ
れ
か

ら
の
季
節
は
、
身
体
も
寒
さ
を
感
じ
、

体
温
の
発
散
を
防
ぐ
た
め
に
血
管
が

収
縮
し
血
圧
が
上
昇
し
や
す
く
な
り

ま
す
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正

月
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
伴
い
、
飲
食

の
機
会
が
増
え
、
肥
満
を
招
き
や
す

く
な
る
こ
と
も
血
圧
上
昇
の
一
因
と

な
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
日
頃
か
ら

血
圧
の
管
理
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

　

血
圧
が
高
い
状
態
が
続
く
と
、
動

脈
硬
化
や
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
、
狭

心
症
と
い
っ
た
、
命
や
今
後
の
生
活

を
お
び
や
か
す
疾
患
の
危
険
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
疾
患
の

危
険
が
最
も
少
な
い
の
は
、
収
縮

期
（
最
大
）
血
圧
が
120
㎜
Hg
未
満
か

つ
拡
張
期
（
最
小
）
血
圧
が
80
㎜

Hg 

未
満
で
至
適
血
圧
と
い
い
ま
す
。

（
図
１
参
照
）
ま
た
、
収
縮
期
（
最

大
）
血
圧
が
140
㎜
Hg
未
満
か
つ
拡
張

期
（
最
小
）
血
圧
が
90
㎜
Hg
未
満
は

正
常
域
と
さ
れ
て
お
り
、
既
に
高
血

圧
の
方
は
こ
の
値
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
糖
尿
病
の
方
、
慢
性
腎
臓

病
の
方
、
75
歳
以
上
の
方
で
は
、
主

治
医
と
相
談
の
上
、
そ
れ
ぞ
れ
別
に

定
め
ら
れ
て
い
る
基
準
の
血
圧
を
目

指
し
ま
し
ょ
う
。

　

次
に
挙
げ
る
、
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
の
ポ
イ
ン
ト
で
、
血
圧
を
上
げ
な

い
生
活
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
血
圧
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
減
塩

　

薄
味
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。
１
日
の

　

食
塩
摂
取
量
は
男
性
８
ｇ
未
満
、

　

女
性
７
ｇ
未
満
で
す
。
既
に
高
血

　

圧
の
場
合
は
６
ｇ
未
満
を
目
標
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

②
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
、
果
物
は
適
度

　

に
、
魚
中
心
の
生
活
を

　

適
度
な
カ
リ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ

　

ム
の
摂
取
が
血
圧
の
安
定
に
は
必

　

要
で
す
。

③
適
度
な
運
動

　

日
常
生
活
の
中
で
活
発
に
動
く
こ

　

と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

④
禁
煙
・
節
酒
・
ス
ト
レ
ス
解
消

　

喫
煙
・
長
期
に
わ
た
る
飲
酒
、
過

　

度
な
ス
ト
レ
ス
は
血
圧
上
昇
の
原

　

因
で
す
。
禁
煙
・
節
酒
を
は
じ
め

　

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
ま
め
な
気

　

分
転
換
や
十
分
な
睡
眠
で
ス
ト
レ

　

ス
解
消
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
減
量

　

太
っ
て
い
る
、
ま
た
は
以
前
よ
り

　

太
っ
た
人
の
場
合
は
減
量
す
る
と

　

効
果
的
で
す
。
適
正
体
重
を
目
指

　

し
ま
し
ょ
う
。
（
BMI
※
で
25
未
満
）

　

※
BMI
＝
体
重
（
㎏
）
÷
身
長
（
ｍ
）

　
　
　
　

÷
身
長
（
ｍ
）

⑥
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
な
ど
の
室
温
差

　

に
気
を
付
け
る

　

急
激
な
温
度
変
化
は
血
圧
に
大
き

　

な
影
響
を
与
え
ま
す
。
脱
衣
所
や

　

ト
イ
レ
に
暖
房
を
入
れ
る
、
ト
イ

　

レ
に
は
上
着
を
羽
織
っ
て
行
く
な

　

ど
、
温
度
変
化
を
小
さ
く
す
る
よ

　

う
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
楽
し

み
な
が
ら
健
康
に
関
す
る
知
識
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
ク
ロ
ス
ワ
ー

ド
パ
ズ
ル
を
掲
載
し
ま
す
。
ち
ょ
っ

と
し
た
気
分
転
換
に
、
ぜ
ひ
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

　

な
お
、
正
解
は
１
月
号
の
広
報
「
け

ん
こ
う
ひ
ろ
ば
」
に
て
掲
載
し
ま
す

の
で
、
お
楽
し
み
に
♪

【
タ
テ
の
列
】

①
食
物
繊
維
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

　

ル
を
体
の
外
に
排
出
す
る
働
き
が

　

あ
り
ま
す
。
食
物
繊
維
を
多
く
含

　

む
食
材
は
、
海
藻
類
、
き
の
こ
類
、

　

野
菜
類
、
○
○
類
で
す
。

②
食
べ
過
ぎ
・
飲
み
過
ぎ
で
脂
肪
が

　

溜
ま
っ
た
肝
臓
を
○
○
○
○
○
と

　

言
い
ま
す
。
従
来
は
軽
い
病
気
と

　

捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年

　

肝
硬
変
や
肝
が
ん
へ
進
行
す
る
場

　

合
も
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

　

し
た
。
改
善
の
た
め
に
は
、
生
活

　

習
慣
の
見
直
し
が
大
切
で
す
。

③
高
血
圧
の
状
態
が
続
く
と
、
心
筋

　

梗
塞
や
脳
卒
中
の
危
険
性
が
高
ま

　

る
だ
け
で
な
く
、
○
○
○
○
○
が

　

低
下
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

⑤
炭
水
化
物
に
は
、
単
糖
類
や
○
○
○

　

類
と
い
っ
た
種
類
が
あ
り
ま
す
。
同

　

じ
糖
で
も
、
飴
や
ジ
ュ
ー
ス
と
い
っ

　

た
単
糖
類
よ
り
、
ご
飯
や
麺
な
ど
の

　

○
○
○
類
の
方
が
血
糖
値
の
上
が
り

　

方
は
緩
や
か
で
す
。

⑦
こ
れ
を
炊
い
た
も
の
茶
碗
軽
く
一

　

杯
で
160k

c
a
l

に
な
り
ま
す
。

　

カ
ス
テ
ラ
約
１
切
れ
と
同
じ
カ
ロ

　

リ
ー
で
す
。

【
ヨ
コ
の
列
】

②
食
物
繊
維
な
ど
栄
養
素
が
豊
富
に

　

含
ま
れ
て
い
る
「
き
の
こ
類
」
で

　

す
が
、
身
近
な
「
き
の
こ
」
と
言

　

え
ば
○
○
○
。

④
内
臓
に
脂
肪
が
溜
ま
り
高
血
圧
・
高

　

血
糖
・
高
脂
血
症
な
ど
の
症
状
が
重

　

な
っ
て
現
れ
る
、
通
称
○
○
○
。

　

あ
な
た
は
大
丈
夫
？
特
定
健
診
で

　

確
認
し
ま
し
ょ
う
！

⑥
糖
尿
病
が
重
症
化
す
る
と
、
失
明

　

し
た
り
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
人

　

工
○
○
○
○
が
必
要
に
な
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

⑦
高
血
圧
・
高
血
糖
・
高
脂
血
症
は

　

動
脈
○
○
○
の
原
因
と
な
り
、
動

　

脈
○
○
○
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞

　

を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

※　
　

に
あ
て
は
ま
る
文
字
を
組
み

合
わ
せ
る
と
出
て
く
る
食
べ
物
の
名

前
は
な
ん
で
し
ょ
う
？
こ
の
食
べ
物

一
つ
に
含
ま
れ
る
塩
分
は
約
２
ｇ
で

す
。
（
塩
分
８
％
）

血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
か
？

図１：成人における血圧値の分類

分　　類
収縮期血圧
　（㎜Ｈ g）

拡張期血圧
（㎜ Hg）

正
常
域
血
圧

至適血圧 120 未満 かつ 　80 未満

正常血圧 120 ～ 129 かつ / または 　80 ～ 84

正常高値血 130 ～ 139 かつ / または 　85 ～ 89

高
血
圧

Ⅰ度高血圧 140 ～ 159 かつ / または 　90 ～ 99

Ⅱ度高血圧 160 ～ 179 かつ / または  100 ～ 109

Ⅲ度高血圧 180 以上 かつ / または  110 以上

目
指
せ
健
康
博
士
！

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

■糖尿病・慢性腎臓病の方
は 130 未満かつ 80 未満、
75 歳以上の方は 150 未
満かつ 90 未満（ただし他
の臓器などへの影響をみつ
つ、最終的には 140 未満
かつ 90 未満）を目指す

① ② ③

④ ⑤

⑥

⑦



 
ト
シ
ト
リ
（
年
越
し
の
夕
食
）
と
ク
ジ
ラ
汁

　

早
い
も
の
で
今
年
も
12
月
に
な
り
ま
し
た
。
大
晦
日

に
い
た
だ
く
年
越
し
の
夕
食
、
「
ト
シ
ト
リ
」
に
つ
い

て
豊
浜
町
の
大
正
生
ま
れ
の
方
か
ら
聞
き
取
り
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
に
よ
る
と
昭
和
の
初
め
こ

ろ
の
正
月
準
備
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
し
た
。

「
12
月
に
入
る
と
長
男
が
豊
浜
の
山
林
か
ら
松
、
ミ

ズ
キ
を
採
っ
て
き
て
正
月
飾
り
を
準
備
し
た
。
餅
つ

き
は
12
月
27
日
と
旧
暦
の
12
月
27
日
の
２
回
に
分
け

て
１
俵
づ
つ
、
つ
い
た
。
～
中
略
～
マ
ッ
コ
（
お

年
玉
）
は
31
日
に
も
ら
っ
た
。
ト
シ
ト
リ
（
年
越

し
の
夕
食
）
は
風
呂
上
が
り
の
４
～
５
時
こ
ろ
に

と
っ
た
。
風
呂
か
ら
あ
が
る
と
全
て
新
品
の
下
駄
、

足
袋
、
メ
リ
ヤ
ス
シ
ャ
ツ
（
機
械
編
み
の
シ
ャ
ツ
、

こ
こ
で
は
肌
着
）
、
モ
モ
ヒ
キ
、
縞
模
様
の
着
物
が

兄
弟
８
人
分
用
意
さ
れ
た
。
夕
食
は
焼
い
た
ア
キ
ア

ジ
、
煮
し
め
、
ナ
マ
ス
、
キ
ン
ピ
ラ
ゴ
ボ
ウ
、
煮

豆
、
子
和
え
、
ク
ジ
ラ
汁
、
お
神
酒
が
食
卓
に
あ

が
っ
た
。
焼
い
た
ア
キ
ア
ジ
は
仏
壇
に
も
そ
な
え

た
。
秋
頃
に
と
っ
た
ア
キ
ア
ジ
を
塩
蔵
し
て
い
た
も

の
を
調
理
し
た
。
」

　

「
ト
シ
ト
リ
」
を
食
べ
る
晩
は
、
大
き
な
釜
で
ご

飯
も
炊
き
ま
す
。
釜
の
底
に
つ
く
「
お
こ
げ
」
は
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
御
馳
走
で
、
ま
か
な
い
の
人
に

頼
ん
で
そ
れ
を
も
ら
い
、
隠
れ
て
食
べ
た
そ
う
で
す

（
『
鰊
場
の
話　

郷
土
読
本
１
』
）
。

　

余
市
町
指
定
文
化
財
の
古
文
書
で
あ
る
林
家
文
書

に
は
、
運
上
家
で
の
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
の
年

越
し
の
献
立
が
盛
り
付
け
さ
れ
た
器
と
と
も
に
記

さ
れ
て
い
て
、
「
皿
、
大
根
、
〆
貝
、
塩
引
（
サ

ケ
）
、
ニ
シ
ン
」
、
「
汁
、
海
馬
（
ト
ド
か
）
、
末

広
大
根
、
ぜ
ん
ま
い
、
味
そ
煮
」
、
「
平
、
か
ま
ぼ

こ
、
ね
ぎ
」
と
あ
り
ま
す
。
〆
貝
は
ど
ん
な
料
理

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

『
余
市
町
郷
土
誌
』
の
「
食
物
」
の
項
の
正
月
料

理
に
は
、
「
な
ま
す
、
数
の
子
、
き
ん
ぴ
ら
ご
ぼ

う
、
甘
煮
、
黒
豆
、
荒
巻
、
雑
煮
」
と
あ
り
ま
す
。

ち
な
み
に
昭
和
40
年
代
後
半
の
道
南
、
北
桧
山
町
で

は
「
な
ま
す
（
大
根
、
ニ
ン
ジ
ン
、
刻
ん
だ
生
ア
ワ

ビ
）
、
魚
の
煮
つ
け
（
ホ
ッ
ケ
か
ソ
イ
）
、
黒
豆
の

煮
豆
、
鰊
の
昆
布
巻
き
、
数
の
子
、
ク
ジ
ラ
汁
、
サ

ケ
の
雑
煮
（
切
り
餅
、
豆
腐
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
油
揚

げ
、
生
海
苔
）
、
煮
し
め
（
わ
ら
び
、
豆
腐
、
ニ
ン

ジ
ン
、
馬
鈴
薯
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
油
揚
げ
、
か
ま
ぼ

こ
）
」
と
余
市
町
よ
り
も
少
し
豪
華
な
「
ト
シ
ト

リ
」
の
記
録
が
見
ら
れ
ま
す
（
『
日
本
海
沿
岸
ニ
シ

ン
漁
撈
民
俗
資
料
調
査
報
告
書
』
）
。

　

「
ト
シ
ト
リ
」
の
夕
食
の
献
立
は
、
ニ
シ
ン
を

追
っ
て
居
を
構
え
た
人
た
ち
が
伝
え
た
東
北
各
県
の

食
習
慣
が
も
と
に
な
っ
て
い
て
、
入
手
で
き
る
食
材

に
よ
っ
て
地
域
ご
と
に
違
い
を
見
せ
ま
し
た
が
、
ほ

ぼ
同
じ
も
の
で
し
た
。

　

今
で
は
捕
鯨
反
対
の
声
も
あ
っ
て
、
高
価
な
食
材

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ク
ジ
ラ
汁
は
当
時
、

欠
か
せ
な
い
お
椀
で
し
た
。
ニ
シ
ン
漁
が
盛
ん
だ
っ

た
こ
ろ
、
ニ
シ
ン
を
呼
び
込
む
神
様
と
し
て
ク
ジ
ラ

は
崇
め
ら
れ
て
い
て
、
漁
期
中
に
ク
ジ
ラ
を
食
べ
る

こ
と
は
な
く
、
大
き
な
ク
ジ
ラ
に
あ
や
か
っ
て
大
漁

を
祈
願
す
る
意
味
合
い
で
年
越
し
か
ら
正
月
に
か

け
て
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
北
海
道
独
特
の
食
で

は
な
く
、
青
森
県
や
本
州

日
本
海
沿
岸
の
秋
田
、
山

形
、
新
潟
、
福
井
な
ど
に

ク
ジ
ラ
を
食
べ
る
習
慣
が

の
こ
っ
て
い
ま
し
た
。
山

形
以
北
が
ク
ジ
ラ
汁
の
具
が
多
く
、
新
潟
以
南
で
は

少
な
い
の
だ
そ
う
で
す
（
『
北
海
道
の
食
』
）
。

☀☁☀余市町でおこったこんな話☁☂☁
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   写真：クジラ汁

○協会病院線の便数・時刻の変更について（平日ダイヤ）
１２月１日（火）から協会病院線の平日ダイヤが変わります

◆問合せ　中央バス余市営業所　☎２３―２１７５

○年末年始ダイヤについて

　12 月 1 日（火）から 平日ダイヤを 1 日１１往復→８往復運行とし、一部時刻を変更して

運行します。（土日祝ダイヤに変更はございません）

　　12 月 29・30 日は日祝ダイヤ、12 月 31 日から 1 月 3 日までは特別ダイヤで運行します。

○高速便、余市線、積丹線でも時刻を一部変更します

「梅川車庫前」発：① 7：15 発、② 10：10 発、③ 17：10 発の 3 便を減便します
「協会病院前」発：① 7：45 発、② 10：40 発、③ 17：40 発の 3 便を減便します

時刻変更の内容
「梅川車庫前」発：① 11：00 発⇒ 10：50 発、② 16：10 発⇒ 16：30 発に変更します
「協会病院前」発：① 11：30 発⇒ 11：20 発、② 16：40 発⇒ 17：00 発に変更します

減便の内容

中央バスからのお知らせ
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　１０月２４日（土）、今年で２４回目となる余市文化協会の文化賞贈呈式が

中央公民館で行われました。この表彰は、本町の文化向上発展に貢献し功績を

残された方に贈られるもので、今年度は２名の方に文化賞が贈られました。

　贈呈式には、１３０名以上の関係者が出席し、古川義一会長が受賞者の長年

の功労をたたえ表彰状を手渡しました。あわせて、後志文化賞の表彰伝達も行

いました。

　贈呈式に続いて行われた祝賀交流会では、交流発表として余市室内楽協会と

余市混声合唱団が出演し、すばらしい演奏・歌声を披露してくれました。

　最後に、出席者全員で「故郷」を熱唱し会を閉じました。

問合せ　教育委員会社会教育課
　　　　☎２３―５００１

余市町歴史探訪講座開催！

　１０月２０日（火）、「北海道博物館で余市を学ぶ」

をテーマに歴史探訪講座が開催され、今年の４月に

オープンした北海道博物館の展示見学を行いました。

　総合展示室では、フゴッペ洞窟のコーナーもあり、

本町にある展示施設についての詳しい紹介映像があり

ました。アイヌ文化に関する資料も多く、開館記念特

別展「“夷酋列像”蝦

夷地イメージをめぐる

人・物・世界」も見学

しました。

　北海道の自然・歴史・

文化についてさまざま

なことを学ぶことがで

き、とても充実した歴

史探訪となりました。  《フゴッペ洞窟コーナーの見学》

余市文化協会「文化賞」贈呈式・祝賀交流会開催！

 《「故郷」を全員で》

楽しい遊び「ムーブメント」

　１０月１７日（土）、

余市町教育委員会が主催

しているウィークエンド

サークルの第２回活動

「ムーブメント体験」が

総合体育館アリーナで開

催されました。

　指導者としてお招きしたムーブメント遊び集団

「虹の子」の森正人先生をはじめ、子どもたちや家

族の皆さん・ボランティア・関係者合わせて４０名

以上が参加し、大きなパ

ラシュートや風船・網・

ペットボトルなどを使っ

た運動をみんなで一緒に

体験し、とても楽しい時

間を過ごすことができま

した。

多くの人でにぎわった 「余市町文化祭」
　芸術・文化活動に取り組んでいる団体やサークルが、日頃の

成果を発表する場である余市町文化祭が、今年も華やかに開催

されました。

　１０月２３日（金）からの「文化活動紹介展」、１１月１日（日）

から３日（火）までの「余市町文化作品展」のそれぞれに、多

くの人が訪れにぎわいました。

　会場には、“芸術の秋”にふさわしい数多くの作品が展示され、

芸術・文化の香り漂う空間を作り出していました。また、各種

大会・発表会・実演会も行われ、たくさんの方が多彩な芸術文

化に触れる機会となりました。

～歴史を学ぶ旅に４５名参加～

 《大きな網で揺れ体験》

 《笑顔の受賞者》

図
書
館
の
す
て
き
な
窓

＜文化賞受賞者＞
　○下沢 満子さん（余市菊花同好会）　○牧野 時夫さん（余市室内楽協会）

 《パラシュートで風船を》

 《マジックの会の発表会》  《手打ちそば実演会》

＜後志文化賞受賞者＞
　○大野 哲嗣さん（小樽しりべし岳風会余市支部）

《
↓
文
化
作
品
展
》



生 涯 学 習 だ よ り

図
書
館
の
す
て
き
な
窓
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☆
【
シ
ロ
ー
の
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
】

　

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
!?
愉
快
な
手
品
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

　

シ
ロ
ー
さ
ん
か
ら
嬉
し
い
お
知
ら
せ
も
あ
り
ま
す
。

◆
日
時　

12
月
13
日

（日）　

午
後
２
時
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
マ
ジ
シ
ャ
ン　

大
橋 

四
朗 

さ
ん　

※
参
加
無
料
。

☆
【
み
ち
お
お
じ
さ
ん
の
冬
休
み
工
作
教
室
】

◆
日
時　

平
成
28
年
１
月
12
日

（火）　

午
前
10
時
15
分
～

◆
場
所　

図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

◆
講
師　

小
林 

道
央 

さ
ん
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）　

◆
対
象
及
び
定
員　

小
学
生
以
上
、
25
名　

◆
締
切　

１
月
10
日

（日）
（
電
話
申
込
み
可
）

　

詳
し
い
内
容
や
持
ち
物
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
ま
で
お
問

　

合
せ
く
だ
さ
い
。

☆
【
お
は
な
し
会
】
12
月
12
日
、
26
日
（
各
土
曜
日
）

　
　
　
　

①
午
前
11
時
～　

②
午
後
２
時
～

☆
【
本
の
ひ
ろ
ば
読
み
聞
か
せ
の
会
】

◆
日
時　

12
月
2
日
、
９
日
、
16
日
（
各
水
曜
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
～

★
年
内
の
本
の
貸
出
し
は
12
月
29
日

（火）
ま
で
で
す
。

　

12
月
16
日

（水）
か
ら
29
日

（火）
ま
で
の
期
間
は
、
年
末
年
始
休

　

館
に
伴
い
、
一
人
10
冊
ま
で
貸
出
し
い
た
し
ま
す
。

☆
今
月
の
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、
１
日

（火）
・
30
日

（水）
は

　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
整
理
日
。

　

31
日

（木）
～
１
月
５
日

（火）
ま
で
は
年
末
年
始
休
館
で
す
。

【大人映画会】（午後２時～）
3 日（木）「朝を呼ぶ口笛」（邦画）

6 日（日）「理由なき反抗」（洋画）

10 日（木）「悪人」（邦画）

17 日（木）「雨に唄えば」（洋画）

20 日（日）「ホワイトアウト」（邦画）

24 日（木）「34 丁目の奇跡」（洋画）

【祝日映画会】（午後２時～）
23 日（水）「ハリー・ポッターと秘密の部屋」

（洋画）
【子ども映画会】

19 日（土）

①「ディズニーの
　　　　　ホワイト・クリスマス」
②「トムとジェリーの
　　　　　　くるみ割り人形」

①午前 11 時～　②午後２時～

◆問合せ　図書館（☎22―6141）
http://www.yoichi-lib-unet.ocn.ne.jp/

開館時間  午前10時～午後６時30分

楽しかったデッサン教室！
　女性学級の第９回講座「鉛筆デッサン」

が１０月１９日（月）に開催されました。

　最初に、講師の小泉哲先生からデッサ

ンの基本について教えていただき、自由

に絵を描くことの大切さも学びました。

描く素材を決めた後は、輪郭や陰影に工

夫を凝らしながら描き上げていきました。

　１時間ほどで気持ちのこもったすてきな

作品が完成し、みんなで鑑賞し合い、鋭い

観察力で描かれている作品ばかりと褒めて

いただきました。

　一人一人の作

品に合わせた指

導をしていただ

き、楽しく学べ

たデッサン教室

となりました。  《小泉先生の丁寧な指導》

余
市
町
シ
ル
バ
ー
ア
ー
ト
展
の
お
知
ら
せ

　

町
内
の
60
歳
以
上
の
方
の
美
術
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

し
た
シ
ル
バ
ー
ア
ー
ト
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

◆
主
催　

余
市
町
教
育
委
員
会

◆
期
間　

平
成
28
年
１
月
13
日

（水）
～
17
日

（日）

◆
会
場   

中
央
公
民
館 

1
階
展
示
ホ
ー
ル

◆
応
募
対
象
者　

町
内
に
住
む
60
歳
以
上
の
方

◆
応
募
作
品　

絵
画
、
書
道
、
写
真
、
陶
芸
、
手
芸
、
竹
・

　

わ
ら
細
工
、
木
彫
り
な
ど

◆
応
募
点
数　

各
部
門
一
人
３
点
以
内
と
す
る
。

◆
出
品
申
込　

申
込
書
（
中
央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
に
記

　

入
の
う
え
、
１
月
８
日

（金）
ま
で
に
中
央
公
民
館
へ
お
申
込

　

み
く
だ
さ
い
。

◆
作
品
搬
入　

１
月
12
日

（火）　

午
前
９
時
～
正
午

◆
作
品
搬
出　

１
月
18
日

（月）　

午
前
９
時
～
正
午

寿
大
学　

今
月
の
学
習

☆
12
月
10
日

（木）　

午
後
１
時
30
分
～　

101
・
102
号
室

●
「
学
習
計
画
の
反
省
と
新
年
度
計
画
」

　

今
年
度
の
学
習
内
容
を
写
真
（
ス
ラ
イ
ド
）
な
ど
で
振
り
返

り
、
次
年
度
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
講
座
で
す
。

女
性
学
級　

今
月
の
学
習

☆
12
月
14
日

（月）　

午
後
１
時
30
分
～　

舞
台

●
「
楽
し
い
音
楽
会
」

◆
講
師　

藤
田　

繁　

さ
ん
他

　

み
ん
な
で
歌
っ
た
り
、
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聴
い
た
り
す
る

「
楽
し
い
音
楽
会
」
を
行
い
ま
す

よ
い
ち
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
お
知
ら
せ

　

小
学
校
の
冬
休
み
期
間
を
利
用
し
て
、
そ
り
・
ス
キ
ー
・

雪
遊
び
等
屋
内
外
で
楽
し
く
遊
ぶ
教
室
を
開
設
し
ま
す
。
冬

の
遊
び
を
通
し
て
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。
た
く
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
日
時　

平
成
28
年
１
月
14
日

（木）
・
15
日

（金）　

 

　
　
　
　

午
後
１
時
～
３
時

◆
場
所　

総
合
体
育
館
も
し
く
は
ジ
ャ
ン
プ
台
周
辺

◆
対
象
者　

小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生　

※
定
員
20
名

◆
申
込
み　

12
月
8
日

（火）
か
ら
受
付

　
　
　
　
　

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
）

◆
問
合
せ　

中
央
公
民
館
（
☎
23
―
５
０
０
１
）

余
市
町
成
人
式
の
お
知
ら
せ

　

平
成
28
年
の
成
人
式
は
、
平
成
28
年
１
月
10
日

（日）
午
後
２

時
30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
に
は
往
復
ハ
ガ
キ
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

返
信
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
過
去
に
余
市
町
に
住
ん
で
お
り
、
現
在
仕
事
や
学

業
等
の
都
合
で
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
も
出
席
で
き
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
の
届
か
な
い
方
は
、
12
月
18
日

（金）
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　

（
中
央
公
民
館　

☎
23
―
５
０
０
１
）

文
化
財
施
設
冬
期
閉
館
の
お
知
ら
せ

　

フ
ゴ
ッ
ペ
洞
窟
、
旧
下
ヨ
イ
チ
運
上
家
、
水
産
博
物
館
、

旧
余
市
福
原
漁
場
の
四
施
設
は
、
12
月
14
日

（月）
か
ら
４
月
８

日
（金）
ま
で
の
間
、
冬
期
間
閉
館
と
な
り
ま
す
。

◆
問
合
せ　

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

（
中
央
公
民
館　

☎
23
―
５
０
０
１
）
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ご寄附に感謝 　今月は「町税完納強調月間」です

    今月の税
  固定資産税  ４期
   国 保 税     ６期
    　納期限
　　12 月 25 日

◆問合せ　税務課 納税グループ　☎２１－２１１６

臨時徴収所をご利用ください

　１2月２5日（金）

　　　　17：30～19：00

・役場１階　税務課窓口　

・福祉センター本館（富沢町）

納税相談も実施しています。

よ い ち の 人 口
 〈平成 27 年 10 月 31 日現在〉※（  ）内の数字は前月比

　　
人　口　19,942 人　  （－ 24）　

　　男　性 　   9,221 人　  （－ 10）

　　女　性　10,721 人　  （－ 14）

　　世帯数　10,159 世帯  （－ 14）

　平成２２年国勢調査人口・世帯数（確定値）

　　人　口　21,258 人　世帯数　9,051 世帯
　

　未納町税のある方には、11 月に催告書を送付して

おります。納め忘れの町税は早急に納付願います。

　納税催告に応じない滞納者に対しては、納税者との

税負担の公平を期するために法律（地方税法等）に基

づき財産（給与、年金、預貯金、不動産、動産等）の

差押を行う場合があります。

○消費者金融会社・信販会社等から借金の借入・返

済を繰り返し、毎月の返済により日常生活が苦しく、

税金を滞納している方や既に借金を完済している方

でも、過去に利息制限法で定められた利息を超えて

借金の返済をしている場合があります。「過払い金

請求」（不当利息返還請求）により経済的な負担や

精神的な不安を軽減することができます。

「税金の滞納解消」と「生活再建」のお手伝いがで

きればと考えています。

　税金滞納の有無に関わりません。下記の事項でお悩
みの方はひとりで悩まずに、ご連絡・ご相談ください。

　商工業者のための年末金融
　　　　　　特別相談室の開設について

◆日時　１２月１日（火）～１１日（金）

　　　　午前９時～午後５時　※土・日は除く

◆場所　余市経済センター（余市商工会議所）

◆主催　余市商工会議所・中小企業相談所

◆共催　余市町経済部 商工観光課

○政府系金融機関のセーフティーネット貸付の

　（金利引下げ・一本化）相談、斡旋

○政府系金融機関無担保・無保証資金制度の相談、

　斡旋

○道融資の相談、斡旋

○町融資制度の相談、斡旋

　（２７年度保証料　全額町補助）

○その他、各種融資・補助制度の相談など

◆問合せ　余市商工会議所 相談課
　　　　　☎２3 －２１１６

【主な相談内容】

お歳暮などの贈答品やおみやげには余市の名産品を！
《１２月１日から３１日は

　   　　 「よいち名産品愛護月間」です》
「よいち名産品愛護月間」とは、町内で生産される名産品

を、町民の皆さんに積極的に関心をもっていただき、名

産品の愛用意識の高揚と需要の拡大を図るものです。

　庁舎等、町が管理する施設では、平成２４年度から

継続して節電に努めてきたところですが、今冬におい

ては、大規模な発電所のトラブルが発生した場合に、

電気の安定供給ができない可能性が懸念されているこ

とから、１２月１日から３月３１日を集中期間とする

節電プランを作成し、平成２２年度の最大需要電力実

績の６％削減を目標に取り組みます。

　主な節電対策としては、一定時間席を離れる場合の

ＯＡ機器のシャットダウン、執務室の照明を業務に支

障のない範囲で減灯、ポンプなどの動力用電力を電力

消費量の少ない時間帯にシフトなどです。

　町民の皆様・町内事業所におかれましても、節電対

策にご協力いただきますようお願いいたします。

◆問合せ　総務課 総務グループ　☎２１－２１１１

～節電にご協力を～

★社会福祉事業費の一部として
・余市菊花同好会

（余市菊花展チャリティーの一部として）

　　　　　　　　　　　　　　一金２０，６４４円

★大川保育所備品として
・コスモグループ　　　　　　　　サンポカー１台

★中央公民館用備品として
・余市ライオンズクラブ

昇降式講演台１台他1点（７０万円相当）

★図書館図書購入費の一部として
・及川　鉄子（沢町４丁目54番地）

（故及川覺明殿追善供養として）

一金１００，０００円


